
旭中学校ウェブサイトもご覧ください。

「こつこつ取り組むことが大切！」

「日々の取り組みが大事！」

「小さな一歩がやがて大きな一歩になる！」

みんなもこれまでの生活の様々な場面で聞いたことがあるでしょう。私自身も、先日、

森林公園で開催された『第３１回尾張旭市ジョギング大会』に参加し、“言うことは簡単だが、実行す

ることはなかなか難しいこと。しかし、とても大切なこと。”だと身をもって感じました。昨年に引き

続き、他の職員数名と一緒に１０㎞の部にエントリーしました。何とか完走することはできましたが、

日々のトレーニング不足のため、ゴールするのがやっとでした。周りを見ると、お年寄りの方でも元

気に走っている人がたくさんいました。きっと健康のために、毎日少しずつでも意識的に体を動かし

ている方々だと思います。日々の小さな積み重ねが、大きな成果・確実な一歩になっているのだと思

います。

今回はジョギング・体を動かすことについての例を出しましたが、どんなことにも共通

することだと思います。みんなにも、学習・部活動・趣味、どんなことに対しても、『こつ

こつ取り組む姿勢』を大切にしてほしいと思います。

尾張旭市立旭中学校

平成２９年２月３日（金）２年学年だより

http://www.owariasahi.jp/asahi-j/

第４１号

（来週の予定）
８日（水）ＬＴ：３送会合唱練習

（学年）

９日（木）総合：進路学習

（各クラス）

【｢節分の日｣にあたり・・】
｢鬼は外～、福は内～｣（地域や家庭

によってはどちらも内に招き入れる

所もあるそうですが・・・。）

ぜひこの機会に、自分自身の心の

中に宿っている｢弱い自分｣ともお別

れしてみてはどうでしょうか。新し

い自分自身を発見す

ることにも繋がると

思います。

昔からの行事・風習などは、何か

意味があるから現代まで残っていま

す。一度調べてみるのもいいのでは

・・・。

市民・地域の住人として・・

○ 先日の市民ジョギング大会では、野球部員・男

子バレーボール部員がボランティアとして受付の

仕事を手伝ってくれました。大きくさわやかなあ

いさつをすると、参加者の方も笑顔で返してくれ

ていました。また、部活単位や個人で申し込み、

たくさんの旭中生が心地よい汗を流していました。

○ 先日、自分の息子が通う小学校の『あいさつ運

動』のため、朝、近くの歩道橋に立って通学する

小学生を迎えました。こちらが大きな声であいさ

つすると、より大きな声であいさつを返してくれ

る小学生もおり、とても心温まる時間でした。

市民・地域の住人として、

どんな活動ができるでしょう

か。学校生活だけでも慌ただ

しいかと思いますが、少し視

野を広くして、市や地域の行

事に参加したり関わったりで

きるといいですね。



１１月１３日（朝日新聞）

『友だち』というテーマで書かれた投稿記事を２つ紹介しました。あなたに『親友』と呼べる

人はいますか？あなたは友だちが間違った行為をしていたら、注意したり、時にはやめさせたり

することができますか？思春期まっただ中の今のみんなぐらいの年頃の人たちは、『友だち関係』

で悩むことも多いと思いますが、これから数年間で出会う人たちは、一生

付き合っていける『親友』にもなり得ます。「どんな人が親友なのか？」「親

友であるためには何が必要なのか？」時には悩むこともあると思いますが、

そんな時に少し思い出してほしいと思います。


